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【 岸田政権下のドル/円上昇、現段階で過去最高 】 
 
依然として、一部では「4 月総選挙」観測が根強い。4 日の参院予算委でも、岸田首相は 4 月に行われる
衆議院の補欠選挙にあわせた解散総選挙について問われ、「まったく考えていない。国民にとって大切な
予算の成立を図ること、これに尽きる」と述べたものの、頭から信じる向きは少ないようだ。 
そんな岸田氏率いる岸田内閣の支持率凋落が著しいことは以前に何度もレポートしているし、改めて指
摘するまでもないだろう。しかし、その眼を金融市場に向けると過去最高クラスの「好成績」となっている。
ヒョッとすると、金融市場関係者の多くは、世間一般的な認識とは裏腹に岸田首相の継続を望んでいるの
かもしれない。 
 
◎首相在任期間は田中角栄氏上回る、橋本龍太郎氏超えも!? 
 
岸田首相の首相在任日数は、先月 15 日で 865 日を数え、派閥の先輩であった鈴木善幸氏を抜いた。そ
の後さらに記録を伸ばし、本 3月 21日現在では 900日を記録。これは田中角栄氏の 886日も上回る。 
さすがに過去最長の在任期間 3188日を数える安倍晋三氏や、同 1980日の小泉純一郎氏などは遠くとど
かないだろうが、それでも橋本龍太郎氏の同 932 日などは完全に視界内に捉えられており、記録を更新
する公算が極めて高いようだ。 
 
つまり、歴代トップ 10入りしているほど長期の首相在任期間を誇る岸田文雄氏だが、改めて指摘するまで
もなく世間一般の評価はきわめて低い。これは新聞などメディアが報じる世論調査の内閣支持率に如実
に示されている。たとえば、先日毎日新聞か報じた最新の支持率はなんと「17％」。前月より 3 ポイント上
昇はしたものの、誤差の範囲内で回復基調にあるなどとは到底言えない状況だ。 
さらに前述の毎日新聞調査で「不支持率 77％」にも示されているように、政策について評価しない向きが
多いだけでなく、早期の首相交代を望む声も決して少なくない。 
 
しかしながら、そんな世間一般的な人気のない岸田首相は、金融市場的に見た場合にかなりの好成績を
収めている。典型事例は、いまだ記憶に新しい日経平均株価が 34 年ぶりの高値を更新したということで、
そののち初の 4万円台に乗せたことも御承知のとおり。 
また、為替市場におけるドル/円相場の値動きをみてみると、昨 20日のＮＹ終値で見た場合に岸田首相は
安倍晋三氏などを遥かに上回っているだけで
なく、これまでトップを堅持してきた橋本龍太郎
氏を上回るドル高・円安の進行を記録してい
る。異例中の異例といえる好成績だ。（右表参
照） 
 
つまり、金融市場的に岸田首相は稀代の「名
宰相」ともいえそう。 
半ば恒久的な首相就任を期待している向きす
ら、市場関係者のなかには居そうな雰囲気だ
が、先で記したように残念ながら命運はジワリ
と終焉に近づきつつある気がしないではない。 
 
ちなみに、次の有力者の名前として野党第一
党である立憲民主党の枝野前代表は先日の
講演で、「次期衆院選の相手は上川政権」と発
言。上川外相が初の女性首相になる可能性を
示唆していたが果たして如何に。 
いずれにしても、現在の岸田政権のあとを継ぐ
だけに、次期政権のプレッシャーはかなりのも
のとなっても不思議はない。なんとか上手く金
利や経済をコントロールし、持続的な成長が続
く政策の実現を期待している。（了） 
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